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九州大学柏屋演習林の鳥類  

辞 孝夫・柳川  久・汰木達郎  

Birds of Kyushu University Forestin Kasuya  

Takao SETSU，HisashiYANAGAWA  
and Tatsur6YuRUKI  

要  

九州大学農学部附属柏屋演習林とその周辺の鳥類について，1983～84年に調査を実施  

し，12日26科69種の生息を確認した・福岡県内における季節移動の塾で分類すると，  

冬鳥26種（37．7％），留鳥22種（31．9％），夏鳥12種（17．4％），旅烏9種（13．0％）  

であった．演習林のうち農地や農業用水池に隣接する丘陵地と，三郡山塊の一角をなす山  

地とでは鳥相が異なっている・これらの林地のはか，植物園的な整備がすすめられている  

事務所構内や，牧場の採草地などを含む粕屋演習林は，鳥類に多様な生息環境を提供して  

おり，留鳥や夏鳥の繁殖地，冬鳥の越冬地，旅烏の休息地として，また，冬期の採餌地と  

しての役割を果たしているといえる・定期調査時以外に観察記録された2日5科7種を加  

え，計14日31科76種が本演習林の鳥類目録として記録された．  

1． は じ め に  

九州大学柏屋演習林は福岡市近郊に位置し，大学キャンパスからの交通の便もよいた  

め，学生実習地としての利用頻度が高く，また，大学以外の諸研究機関や地元一般施設か  

らの見学・研修利用者も少なくない・このような大学演習林では，林学・林産学の専門的  

な研究教育だけでなく，利用対象やテーマを拡げた広い意味での教育的活用に対応するこ  

とが望ましく，林地の自然環境についての基礎資料の収集・公表はその前提要件の一つと  

なっている．   

柏屋演習林の地形・地質（木下ら，1936），および植物相（初島，1934）に関しては，  

それぞれ専門的な調査報告がなされており，気象については観測結果が年報に掲載されて  

いる．しかしながら，動物相に関してのまとまった調査報告はなされておらず，例えば鳥  

相については，福岡高等学校生物研究部会（1974）や福岡県の自然を守る会（1978）によ  

る全県域を対象とした報告や，日本野鳥の会福岡支部の会報などの観察記録記事から推察  

することしかできなかった．   

そこで，大学演習林としての基礎的資料の整備にわずかでも貢献できればという意図か  

ら，粕屋演習林の鳥相についてこれまで調査し得た資料を取りまとめて報告する・   
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2．調査地の概要  

図1に粕屋鴎習林における調査地の位置を示す・公休で16団地4弧2王Iaからなる柏  

屋演習林は扱高30mから5001nにわたり，その地形。地質や植生における特徴は，平野  

部に残存した丘陵地将にあたる大浦。塵ケ浦団地（鐸9～‖林班）と，三郡山塊の山角  

をなす山地帯に属するその他の団地とでは輿なっている（九州大学農学部附属演習林，  

1984）・演習林内では対偲的な環境をもつと思われる二つの地区で，鳥類の生息状況につ  

いて観察調腐掘行なった．   

Fig・i Locationorsurveyareas（denselydottedparts）inKastlyaForest  

図1 粕屋演習林における狩対意地のノたと際（漉い部分）  

図2に新建・新谷団地（欝13～19林班）における閑腰ル仙トと植生概況を示す∴古儀  

層で，積商200～500mの比絞的急峻な山地地形をなす新鹿。新谷団地は，多々及川の血・  

支乳新建川の源流部にあたる完結した銘水域を形成している．本演習林でも敢も林齢の  
高い110年生のスギ欠格木林や同程度の林齢と拙走される広楽観自然林を含み，その約  

70％がスギ。ヒノキの人工林となっている・関釜路魔の沿道終生は両側とも針葉樹人工  

林の部分が約45％，同じく広兼樹日射ヰの部分が約30％，他は針広混交林か両側で植生  

の異なる部分であり，人工林の部分ほ林線的環境となっている．   

図3ほ，大浦。鬼ケ繍団地（鐸9～‖林凝）における調査ルートと植生概況を示して  

いる．   

罪三紀層で擦高100m以下の丘陵性の地形をなす大浦。鬼ケ渦ぎ団地は，演習林竃等番所  

や輩用植物園，本学附J罵戯場の牧場や果樹園を含んでおり，伽・郎は水田や蒲田池／江辻池  

などの戯発用水池に隣接している・自然権生は全般に貧弱で，いわゆる恩山的な恩観を呈  

している・なお，この地区ほ1992年11月までの期限で銃猟祭止区域に才治産されている．   



237  九大横軸 55．1985   

Fig．2 Serveyedrotlte aildvegeはtion or mounはin rorest，Shinむaとe－Shintani  
（Figure showsNo．0ぎcoinPar加ent）  

図2  釈建・新谷！郵ぬにおける溜窓ルートと檎当三概況（数字ほ林班静替）  

3．鍋蓋の時期および方法  

定期的な観察調査を1983年2月から1984年1月にかけてそれぞれi3［軌 次の方法で  

実施した・   

新建・新谷団地では林道の新麹日から新谷ロに至る3km量感コースとするラインセン  

サス故によった．原則として時速2kmの速度で歩行しながら，左，右にそれぞれ25m  

帽の計5鋸mにわたる調査帯内に出現する穫と個体数を，鳴声と目視観察（必要に応じて  

は，8倍双眼琉を使用）で確認・記録した・調査櫛外や調査地のどく近辺に観察されたも  

のについても種名を記録した．調査噂劇は日の出時刻から4時間以内とした・   

大浦・鬼ケ繍団地ではセンサス法を用いず，演習林事務所から亨勘当弛周辺までを蛇行中  

に観察された種を紀録した．ここでの調査は，斯建・新谷【到地での調査と同じ臼に行なわ  

れたため，調査時刻は8暗から10時頓になることが多かった・なお，種の配列と属名。  

種名は日本鳥学会（1974）によった・   
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Fig・3 0bservationroute andveseはtion or h川rorest，8ura－Onigallra  
wsNo．or co】1叩artment）   

団地における凋憲ルア卜と植生概況（数字は林班番号）  

4．調査結果および考察  

上述の2調査区における調査結果を表1および2に示す．確認された鳥類は新建・新谷  

l頭地では7日19科46種，大浦・鬼ケ浦団地では11日24科47橙，両調査区共に観察さ  

れた穫は24寝であった．  

4．1．両調査区における鳥柏の差異  

C  両調査区における出現様に着臥して，典選種数つまりCC慧石油ニr肯こ盲（α，∂‥綱封  

査区における種数，C：共通種数）を求めると0．35となり，近接した場所であるにもかか  

わらず比較的低い櫨を示す・このことば両調査区が鬼瀬の生息環境として互いにかなり興  

野であることを示す・大浦・鬼ケ捕団地だけに出現した将の中には，カイツブリ科，サギ  

軋 ガンカモ科，チドリ科，シギ科の渉食塩や水禽緻14種が含まれるが，これらの大部  

分ほ発＝1林班に隣接する滞E椚ぬと，その周辺で観察された．試みにこれらの渉愈顛や水  

禽湖を除外して，両欝詞査区の共嵐係数を浮出すると0．44となる．   

新建・新谷団地だけで見られた鳥頗は，ハイタカ・ツツドリ・カワセミ・アオゲラ・ピ  

ンズイ・ミソサザイ・コマドリ・コルリ・クロツグミ・アカハラ・ヤプサメ・センダイ．∴ム   
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シクイ・キビタキ。カ・れレリ・コサメビタキ。ヒガラなど22環で，森林性の鳥類が多い・  

ナあ 大将・鬼ケ浦団地だけで見られた鳥類は，上述の渉禽頸や水禽類14穫のほかにヒ  

バリ。ツバメ・キレンジャク・スズメ・ハシボソガラスなど比較的に人里や戯排他を好む  

偽幼を加えて23攫であった．また詔淵査対象外とはしたが，ドバト ぐ83・2・16，’B3・4・23）  

も観察されている・   

また，両調査区に共通して出現した種でも，観察された時期に相違が見られるものがあ  

った．例えば，モズは大浦・鬼ケ浦団地ではほぼ即事観察されたが，新建。新谷団地では  

11月に観察されただけであった．逆に，メジロは新建・新谷用地ではほぼ周年にわたり  

多数が観察されたが，大浦。鬼ケ浦団地では10月と12月に数羽が観察されたに過ぎなか  

った．ヤマガラ・シジュウカラ・エナガなどのカラ恕も，新麹。新谷琵l地ではほぼ周年蘭  

察されているが，大浦・鬼ケ浦団地では夏期と冬期には観察例が少なかった・また，コジ  

ュヶイは大浦・鬼ケ捕団地では5月下旬から9月にかけて観察されたが，新建・新谷団地  

では9月から12月にかけて見られた，  

4．2．季節による魔相の変化   

本調査で観察された69種を福間県高等学校生物研究部会（1974）に従って分類すると，  

冬偽26種（37．7％），乳亀22穏（31．9％），嘉一亀12種（17．4％），旅烏9種（13・0％）  

となる．これを調査区別に見ると新建■新谷団地では金46綬申，冬鳥王6希（34・8％），  

留鳥16種（34．8％），夏鳥8攫（17．4％），旅庵6穫（13．0％）となり，大浦・鬼ケ浦  

‡弘地では金47種申，冬鳥20磁（42．5％），乳亀17穫（36・2％），盈鳥7種（14・9％），  

旅′亀3将（6．4％）となる・   

図4および5は出現種数の季節変動を調査区どとに示したものである・新建。新谷団地  

における出現種数をみると，4月に汲も多い22穫が記録された後，6月からは減少して  

8～9月に戯少の14穫となり，冬一亀の渡来する1り∃に中間的なピークを示し，冬期には  
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観 察 さ れ た 鬼 瀬  
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敦2  大 浦・鬼 ケ 浦 団 地 で  
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再度減少している（図4）・大浦・鬼ケ浦団地では出現種数は不規則に推移しており，最  

高は3月の21粗 戯低は8月の10種である（図5）・両調査区を比較して，大浦・鬼ケ  

浦団地の方が盈一晩の観察される期間が長いこと，および少なくとも欝謂査を行なった日時に  

基づく限り，容から初夏にかけての旅腐の観察例がなかったことなどがわかる．   
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図6は南関査区を合わせた出現穏数の季節変動を示したものである．出現種数は5月に  

敢も多い3三種となり，その後減少して8～9月には最少の21穏となり，再び増加して  

いる・盈魔のピークは6月の10櫻である．留鳥は年間を通じて10～16種が見られ，冬  

期に少ない．冬鳥のピー クほ1～2月の14穫である．   
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Fig．5  CllangeS Or tlle：number or5PeCleS ObservedInllill  
rorest，8urかOnigaura  
Abbreviationis t王Ie Same aSiIIFig．4  

図5  大部い鬼ケ浦団地における貢爪i税務数の挙節変数  

111OunlこIi11Orlli］lf－ol・CSI  

Abbrevi8tionlS tlle SalⅥe aSin Fig．4  

閲6  両詔瑠窓区を合わせた出現種数の季節変動  

両調査区とも澄期に冬鳥が2～4痙観察されたことになる．これら冬鳥のうちキジパ  

ト，ヒヨドリ，カワラヒワ（以上，両調査区），カケス（新建。新谷団地）およびカルガ  

モ（大浦・鬼ケ浦団地）の5攫は，摘剛洛高等学校生物研究部会（1974）にも－郎が留ま  

って繁殖する旨の記載があり，相恩演習林においてほカワラヒワとカルガモを除いて観察  

される個体数に大きな琴節変数は見られない．新建・新谷用地で見られたミソサザイは冬  

鳥とされているものの，調査地においてはほぼ通年観察されている．   
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4．3．稀少橙および繁殖に関する知見   

調査期間中に1回限り記録された良知のうち，オシドリ（雄，’弧11・12，蒲田弛），ハ  

イタカ ぐ83．3．15，欝18～19林班），カワセミ ぐ鋸．5．4，久原川），ノゴマ（雄，’83一  

＝．王2，努14林淡），コルリ ぐ83．10，13，葦19林班），コサメビタキぐ83・6・28，欝14林  

砿）はそれぞれ1個体が観察されただけであった・特にカワセミが観察された渓流は，そ  

の後砂防ダムの敷地として工事が進められているので，現在は生息していないと恩われ  

る．   

また，薄田池周辺では，1983年10月13日に通常のハクセキレイ肋∫αごi地〝〟ⅥわJ卵〃ざ  

Z羽と共に，温色の眼下繰を欠く並樽，ホオジロハクセキレイ ガ．仇ね裾押流が1羽観  

察された．これは矧開展では観察例の少ない説種であるが（福岡県高等学校生物研究部  

会，1974）（補間奥の自然を守る会，1978），本調査地周辺では，柏屋町大隈ぐ83・8・31）  

と博多区月限ぐ83．9．2）で1羽ずつ観察きれている（日本野鳥の会福岡文部，1983）・   

新建・新谷団地ではオれレリの若ノ鴎が8月に観察されている・サシバ（新鍵・新暦層  

地）とカルガモ（大浦・鬼ケ捕団地）は番いと思われる2個体がばば刷盈を通して観察さ  

れており，いずれも繁殖している可能性が高い．また，蒲瀾池ではコテドリ（5月上旬）  

およびイカルチドリ（6～7月）の繁殖期に特有な旋回飛行を観感した・   

アオバトは大浦・鬼ケ欄間地で3月に数羽の群れが観察され，新建・新谷団地で4月と  

5月に観察されている．福岡殿では，アかヾトは冬期に多数波来し，その山部が残留して  

繁殖することが知られており，新廼。新谷団地で観察された個体はこれらの残留個体であ  

ると思われる．また，福岡県内では英彦山など一部で繁殖することが知られていたヒガラ  

が，5月に新建・新谷団地で観察されている・初夏のヒガラは，叔近古処山ぐ83・6・19）  

および高良山 ぐ84．6．10）などでも観察されている（日本野鳥の会福間文部，1983・  

1984）．   

ハクセキレイは相聞では従来冬鳥とされ，大浦・鬼ケ捕団地では10～11月に観察され  

ているが，新建・新谷団地では5月下旬にも観察された．本種は現在活発に繁殖分布を広  

げつつあり，福岡市内からも幾つかの繁殖例が率艮脅されている（樋口ら，1983）・当調査  

区でも繁殖している可能性がある・  

4．4．新建・新谷団地における優占柊   

表1に示した新建・新谷団地における出現穫のうち，相対餞占魔の高いもの3攫（個体  

数が同じ場合は4～5穫）とそれらの合計俊占率を図7に示す・これら3種（または4～  

5種）の合計俊占率は4月を除き，ほぼ50～70％の問にある・将に2～3月と6，8，  

9月に商い億を示すのは，それぞれの月にツグミとカワラヒワ（2，3月），およびメジ  

ロ（6，8，9月）の群れが観察されたためである・   

ヒヨドリほ厳冬期の12～1月を除くすべての月で上位3樟の申に含まれている．その他  

の俊占経として，夏期にはメジロとシジュウカラ，ヤマガラおよびエナガなどのカラ軸  

が，また冬期にはホオジロとミヤマホオジロなどのホオジロ類が目立つ．   
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図7  釈建。新谷団地におを〕一る餞占種   

4．5．柏屋演習林盛観日録  

定期的に行なった調査以外に，この矧間中に演習林内で観察された2冒5科7穫を加え  

ると，本演習林に生息する鳥類は14冒3L科76穫となる．調査の期間および方法とも充  

分とはいえないが，緒巣を鳥類目録として以下に示す．学名の表記は亜種名を避けて種名  

までとし，命名者名も省略した・なお，定期調査以外に観察されたものには観察者名を付  

言己した．   
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粕尾演習林′鴎類目録  

List or birds observedin Kasuya Forest   

カイツブリトI PODICIPEt）1FORMES  

カイツブリ科 Podicipitidae  

l．カイツブリ〔Littlc Grcbe（R）〕Podicq［，S r（IJ7co／li5   

留鳥．初夏，覇弓潤池・江辻地。高橋池などで数羽観察される・  

コウノトリ冒 CICONI‡FORMEざ  

サギ科 Årdeidae   

2．ゴイサギ〔以aclく・CrOWned Night Heron（S／W／T）〕理匹軌研肌巨吼相加野郎   

夏期，蒲田他に数羽・1983．6．28には幼鳥2羽を観察一 編岡県内では大部分が夏鳥だ   

が，北方で繁殖して冬期に商下して来る個体群や旅烏として通過する個体群もある・   

3、アマサギ〔Cattle Egret（S）〕BtLbLL［cJISibEs  

真偽．夏期，鮮11林班の牧場や周辺の田などに普通に見られる・   

4．コサギ〔Little Egret（S／R）〕∬即g細評グヱβ汀α   

県内でほ夏鳥として渡来するものが多いが，…部は残留して越冬する・演習林付近の  

田植では周年観察される．特に盈翔には多く，当事務所の磨でも採餌する・   

5．丁オサギ〔Grey Heron（R／W）〕．Jlrdea ciTlerea   

県内では留鳥だが，冬′亀として渡来する個体群もある・翻田地で’83．3．15，’83．6．  

28，’83．7．13に数羽を，’83．軋13には澄も多い16羽を観察した．  

ガンカモl∃ ANSERIFORMモS  

ガンカモ科 Ånatidae   

6．オシドリ〔Mandal・in Duck（W）〕／1fx gn［erEcLL／a［0   

冬鳥．蒲田池で’83．11．12に雄1羽が観察されただけで，演習林周辺では搾れ．   

7．マガモ〔Ma】1ard（W）〕油壷㌻〆叫〝如壷蕗“  

冬鳥．蒲田弛で11～3月に数羽～30羽程度の護浮れが観察される．   

8．カルガモ〔SpotbillDuck（W／R）〕／ll，E7SJ）OeCElorhyttcha  

冬期に多数が渡来するが，県内で繁殖するものも多い・蒲‡乳池ではぼ周年，冬期は  

20～50羽程度の群れで観察される．1982年までは江辻池でも常戴していた．   

9．コガモ〔Teal（W）〕d〝αぷCr♂CCα  

冬偽．蒲田池でま之～3月に数羽～30羽程度の離れが見られる．  

10． ヒドリガモ〔Wigeon（W）〕山肌＝蛸！血桝  

冬鳥．1983．3．15，薄田地で10羽程度の群れを観察・鵬噂的な休息か？  

ワシタカl三］F＾LCONIFORMES  

ワシタカ Accipitridae  

ll．トビ〔Black kite（R）〕入京J川∫Ⅲ吋mM  

圏鬼．締れではないが，調査期間中には’83．4．23（努15～i9林攻上壁）の記録だ  

け．  

12．ハイタカ〔Sparrow Hawk（W）〕＾ccipt［el・ttEstLS  

冬腐．1983，3．15に鰐18～19林堆で1羽観察された．   
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13．サンバ〔GrLl〉′－rnCed BuzヱこIt・（1・Eagle（S，／T）〕B（t（OS［IJl・［TldicIIS  

真偽．春秋の波りの時期に県内を通過する個体群もある・夏期，新建・新谷団地，大  

浦。鬼ケ浦団地とも1～2羽観察され，特に新建・新谷】登1地では営巣の可能性があ  

る．  

ニトジ「i G＾LLTFORMES  

キジ科 Phasianidae  

i4．コジュケイ〔蓋amboo partridge（R）〕助∽あ〃如0～αrカor〝C鹿  

乳鴎．大浦・鬼ケ浦僧l地で5～9月に普通に鳴声を開く・罪19林班でもよく出会う．  

15．キジ（Common Pheasant（R）〕習奴舶那ば00血兢肌  

留鳥．貨1各林班で’83．9．14に雄1羽・1978年及には節iO林舐の事務所周辺でも  

観察された・  

チド1＝：l Ct－TARADRIIFORMES  

チドリ科 c‡laradriidae  

16．：－Lチドリ〔Lit11e Ri11gCd Plo＼・er（W／R）〕CItE7rad／’itIS dtlbitLS  

大部分は冬鳥だが，県内でも山部繋威する・ま983．5．4に蒲田地付近の空地で旋回飛  

行中の3羽を観感した・  

17．イカルチドリ〔Lol】g・billcd RillgCd Plovcr（R）〕C／tam〟rilLSP［a  

留鳥．1983年6～8月，蒲田池および周辺で番いと思われる2羽を観察した．  

シギ科 ScoIopacidae  

18．キアシシギ〔Asian Wande血g Tattler（T）〕乃頼押∂柁項購  

旅寓．1983．12．20，蒲田池で1羽だけ観察された・  

19． イソシギ〔Com1110n Sandpiper（T）〕TrETtga／り・pO（eLLCOS  

旅腐．1983．12．20，蒲田地付近で1羽を観察した・演習林周辺では締れ．  

カモメ科 Laridae  

20．コアジサシ〔Little Tern（S）〕ぶ抽■鱒α喝桝堅  

蕊偽．1984．6．14仁蒲田池で採餌申の1羽を観察した（柳川）・  

ハト冒 COLUMBIFORMES  
ハト科 Columbidae  

21．キジバト〔Rurous Tur［］e Dove（W／R）〕S（l・ep［opeIia oricn（n［Es   

三郎しLl地などで繁雑するが，県内全般では冬期に渡来するものが多く，冬鳳 一部留  

鳥とされる・新建・新谷Ⅰ現地，大輔。鬼ケ溜団地ともに周年普通に見られる・  

22，アオバト〔Japanese Green Pigeon（W／R）〕郎ゐ錯〟r〟ぶぶfβぬJ成f   

前程と同様の理由で冬鳥，脚部う凱晦・且983．3．15，鮮11称班で数羽の群れを，’83・  

4．23と’83．5．27に鐸川～16林政で1羽を観察した．  

ホトトギスl：‡CUCULIFORMES  

ホトトギス科 Cuculidnc  

23． カツコウ〔Common Cuckoo（T）〕CtLCtL［l（S CaTlOl・LLS   

県内には容の放りの途中に山鳩立腐る泥亀・筋10杯洗で’83．5．28と’83．6J2にそれ  

ぞれ午後の数時間だけ鳴声を聞いた（繹）・移勒申の別個捲か？  

24．ツツドリ〔Himalayan CtlCkoo（T）〕CgfC〟J〟ぶ∫α路用摘ぶ   
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前覆と同様の旅烏・新建。新谷団地で4～6月によく声を聞く・1983年の初認は4・   

13．  

25．ホトトニドス〔Liulc Cuckoo（S／T）〕CtIClt［II5POIioccphnll！S   

夏鳥．血潮はさらに北方へ波る旅烏．大浦。鬼ケ浦団地では5～7月に潜通に観察さ  

れる．1983年の初鳴は5．30，’84年は6．2．  

フクロウ冒 STRIG‡FO鼠M芭S  

フクロウ科 Strigidae  

26．アオバズク〔蓋row王l輯awk Owl（S）〕〟拍鋸＝淵桐油舶   

濫．鴎．1983．6．2～6．6の夜1ヱ軌 鐸9林洗の広葉樹林で鳴声濠聞いた（高橋・膵）・  

ヨタカI；了 CAPRIh／1ULGIFORMES  

ヨタカ科 Capriintllgidae  

27． ヨタカ〔Junglc Niglltjnl■（S）〕Cnl，］’i］）1ItlgtIS EILdictL・！   

忍鳥．1粥3．6．16，節10林班の若い広葉樹林内で鳴声を閃いた（鰐）‘  

ブッポウソウ目 CORAC11FORMES  

カワセミ科 A‡cedinidae  

2臥 カワ・短ミ〔監in頭s‡ler（R）〕バねαわ（甘摘心   

軌亀．1983．5．4，新建や新谷団地入口の久原川で1羽を観察した・東榎の観察はこ  

の時だけで， 県内でも減少しつつある・  

キツツキ冒 PICIFORM芭S  

キツツキ科 picidae  

29．アオゲラ〔Japanese Green Woodpecker（R）〕ダ加ぶ錮く症β相   

関偽．個体数は多くないが，新建。新谷団地でほぼ周年観察される・  

30．コゲラ〔Japanese㌘ygmy Woodpecker（R）〕瓜彿血相叩がた抽ぬ   

留鳥．新建・新谷‡肇地，大浦。鬼ケ浦団地ともほぼ周年普通に観察される・  

スズメ目 PASSERIFORMES  

ヒバリ科 Alatldid；le  

31． ヒバリ〔Skylarlく（R）〕A払机ね（げ腔澱琉   

乳鴎．欝10～11林班および周辺腰掛地で3～5月に懲通に観察される，  

ツバメ科 Hirundinidae  

32．ツバメ〔㍍otlSe Swallow（S）〕〃雨用虎＝W頭庖   

蕊偽．大浦・鬼ケ捕団地とその周辺で4～8月に普通に観察される・  

33．イワツバメ〔HotlSe Martill（S）〕β〆ね飯川1野郎α  

夏鳥．1983．3．15に欝10林攻上名望で，’83．8．23に節15～i9林班上空で観察され  

た．  

セキレイ科 Motaciilidae  

34．キセキレイ〔GreyⅥ／agはil（R）〕朗加加がぬ（紬闇庭  

留鳥．1983．8．29と’83．9．14に久原川上流で1羽を，’83・10・13に蒲田地で2  

羽を観察した・  

35．ハクセキレイ〔White Wagtail（W）〕肋摘だfJgαα撒α  

冬鳥．1983．5．27，久原川で1羽を，’83．10～11月には薄田弛周辺で数羽を観察し   
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た．  

36．ピンズイ〔01ive・backed pipit（W）〕A鮪毎∫鮎喰印刷   

冬鳥・1984・1・24，館16林班で1羽のさえずりを聞いた．  

サンシヨウタイ科 Campep壬1agidae  

37．サンシヨウクイ〔Asby Minivet（T）〕釣湘肌氾如か成血肺胞仙   

風内では容の北上翔にiヨ立つ旅烏・王983・5・27，罪16～17羽く班でさえずりを問い  

た．  

ヒヨドリ科 Pycnonotidae  

38・ヒヨドリ〔BroⅥ′n・earedおu貰bt11（W／R）〕既岬殉旭庖d憫郎肌破   

風内で繁殖するが，冬期に波来するものが多い・各線 山部留鳥．演習林内では，新  

建・新谷団地，大浦・鬼ケ浦田地とも周年潜通に観察される．  

モズ科 Laniidae  

39．モズ〔月uIl一九eaded Shrike（R）〕緑雨ば抽昭凝血   

督腐・大浦。鬼ケ浦団地ではばば周年普通に観察される・新建・新谷団地では，83．   

11・12に…皮だけ記録された．  

レンジャク科 Bombyci王1idae  

40．キレンジャク〔Waxwing（W／T）〕動感小淵町抑制加   

県内では大部分が冬払 一部旅．鴎・19S3・5・4，欝11林粧で14羽の群れを観察し  

た．  

カワガラス科 Cinciidae  

41，カワガラス〔蓋rown Dipper（R）〕α郁血㍉鱒抽蘭   

留偽・1983・6・30・罪2林班の鴫渕刑で1羽を観察した（膵・椎楽・矢山）．演習林  

周辺では締れ．  

ミソサザイ科 Trogiodytidae  

42． ミソサザイ〔Wren（W）〕rJ・ogねめ頗＝rogねめけどぶ   

冬鳥・観察例は少ないが，新建・新谷団地ではほぼ周年見られる．  

ヒタキ科 Muscicapidae  

43， コマドリ〔Japanese R．obin（T）〕盈潮払加＝彪漁離   

旅烏・1983・4・Z3・館19林班で数羽を観察した．記録されたのはこの1回だけ．  

44・ノゴマ〔S抽erian Rtlbythro乳t（T）〕励≠如闇止α沼殉匝   

旅．亀・1粥3・11・i2，筋14林班で維1羽を観察した・福岡県内を10～11月に通過す  

るが，少ない．  

45． コルリ〔Siberian Blue Robi11（T）〕El・i（］10CtlS C）mle   

旅烏暮1983・10・13，罪19林鎌で1羽を観察した．  

46． ルリビ．タキ〔Siberia11Bluccllat（W）〕T〝rSiger c）：alLl／I・lLS   

冬鳥・1983・10・13に第11林班で，’83暮11・12と’83．12．20に欝13～・14杯洗で   

数羽を観察した・  

47．ジョウビタキ〔Daurian Redstart（W）〕剖仏紙加椚柑の肌肌肌   

冬鳥・新建・新谷団地では’83・i．i6の雄1羽の記録だけ．大浦・鬼ケ浦団地では   

冬期に普選で，駐寒中の寮のサイドミラーを覗き込んだりする接が観察される．   
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〔Stonecllat（T）〕盈㍑抽痛打柚叩描混  

用．13，蒲田地付近の空地で1羽を観察した・  

〔Gre〉′Thrush（T）〕Tt（］’d（IS Cal’dis  

4．23，欝13林嬢で1羽のさえずりを聞いた．容の渡りに多数通過する  

〔カrow‡lThrtlSIl（W）〕印加臨ぺ牡押痛購  

2．16と’83．3．ま5に鐸16林放でそれぞれ1羽を観察した・少ない．  

〔Pale TllruSh（W）〕TtI］・dlLS］，a／／i（IllS  

l・24，欝11林洗で数羽を観察した・  

48． ノビタキ  

旅寓・1983・  

49．クロツグミ  

旅烏．1983．  

という．  

50． アカハラ  

冬鳥・1983．  

5ま． シロハラ  

冬鳥．1984．  

52． ツグミ〔Dusky Thrush（W）〕TILrdLISITatLmE？T］   

冬偽．新建・新谷団地，大浦。鬼ケ涌ぎ団地とも11～4月に普通に見られる・特に1  

～2月には大群で，時にヒヨドリとの混群でナンキンハゼなどに集まる・  

53．ヤプサメ〔Shorトtailed Bush Warbler（S）〕Cc（［i（I3qlLnmeiceps  

凝鳥・夏期，新建。新谷i測地で瞥通に見られる・  

54．ウグイス〔凱1SilW融bler（R）〕C厨痛ぃ坤〆肌那  

留鳥・新建・新谷，大浦。鬼ケ浦団地ともほぼ周年普通に観察される・  

55． センダイムシタイ〔Cro＼＼・11Cd Wi11o＼V Warbler（S）〕P／1y［［oscoJ）tIS OCCipETa／is  

夏鳥・新鹿・新谷団地で4～5月に普通に観察される・  

56．キクイタダヰ〔Goldcrest（1〝）〕鮎gJ血ぶrβg′血ぷ   

冬鳥．1983．2．16，第11林班で，’84．i－ 24，鐸13林放でそれぞれ10羽前彼の群  

れを観察した・  

57． キビタキ〔Narcissus Flycatc‡1er（S）〕ダ紀飢九漬7〃α・d封わ摘  

夏鳥．1983．5．27と’83．6．28に算16～17林班で観察した．  

58．汁汁ルリ〔Blし1e・l111d・＼＼・hitc Fl〉′Cこ1tCllCr（S）〕C）！nl］OJ）［i／（t C），aJ10mC／aT］n  

裳鳥・個体数は多くないが，裳期，新建。新谷溺地で普通に雛祭される・  

59．コサメビタキ〔蓋rown F】ycatcber（S）〕叔紺地岬れ加擁描出  

笈偽．1983．6．28，努14林班で1羽を観察した．  

エナガ科 Aegitllalidae  

60．ェナガ〔LoIlg－taile（lTit（R）〕／legi（ha／os cal［（J（L（tIS   

暫腐．新建。新谷団地では周年普通に観察される．  

シジュウカラ科 Paridae  

61． ヒガラ〔CoaiTit（R／W）〕凸椚描α抽・   

留鳥，血部冬庖・1983・2・ま6と’83・3・15に新建・新谷団地で数羽を，’83・5・4  

に籍13林放で1羽を観察した．  

62．ヤマガラ〔Varied Tit（R）〕ダ別Ⅶぷγ仇畑胴   

乱鴎．新建・新谷団地では周年，大浦。鬼ケ浦団地では2～5月に観察される．  

63， シジュウカラ〔Great Tヲit（R）〕動椚ほ描画如   

乳鴎．新鹿・新谷団地では周年，大浦・鬼ケ浦団地では2～5月と9～10月に観察  

される．毎年，鐸10林班の軍務所周辺で，季節はずれと思われるiO月に鶉しいさえ  

ずりが聞かれる．   
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メジロ科 Zosteropidae  

64．メジロ〔JapaneseⅥ′hite・eye（R／W）〕ゐぷ旭■埋り如m鹿  

留鳥，血一部冬鳥・新建。新谷団地では周年，界11杯洗では10～12月に数羽の群れで  

観察される．  

ホオジロ科 Emt）erizidae  

65．ホオジロ〔Siberian Meadow羞unting（R）〕且涙吻ねれ琉祓お  

暫．鴎・新建。新谷僅‡地，大浦。鬼ケ滞…ヨヨ地とも周年普通に観察される．特に冬期は十  

数羽の群れで見られることが多い．  

66．J］シラダカ〔Rusticliunting（W）〕Emberi＝a rlLS（ic（7  

冬鳥・1983・3・15と’83・11・12に努14～16林班で数羽を観察した．  

67・ ミヤマホオジロ〔Yello、、′－tllrOatCd BuIlting（W）〕EmI）e］・   

冬鳥・冬期に新建。新谷闇地，大浦。鬼ケ浦団地とも数羽～十数羽の群れで観察され  

る．  

68，アオジ〔Biack－raCed凱1nting（W）〕釣痢離加ち卿ゐ明油痛  

冬鳥・1983・4・23と’83・5・4に努Il林班でそれぞれ1羽を観察した．  

7’トリ科 FringiIlidnc  

6り． カワラヒワ〔OricntnlGrec11nnCh（W．．！R）〕Cb）・（／tI（［is siIZicn  

県内全般では冬期に波来するものが多く，冬鳥，山部乳亀とされる．新建。新谷団地  

では7～9月を，大浦。鬼ケ浦団地では8月剰除き周年観察され，特に冬に多い．  

70．イカル〔JapalleSe Grosbeak（W）〕動画肌泊揮粕川蛸   

1984・臥 2，鐸15林ヨ鑑でさえずりを開いた（繹）．県内でほ冬鳥とされているが，油  

山や古処山などでも澄に記録された．  

7l． シメ〔1－Ta＼VnIICll（W）〕Cocco［hrat［S［es cocco（／1rnTIST（rS   

冬腐・鐸10～1i林放で2～5月に数羽～十数羽の群れが見られる．  

ハタカ・リドリ科 Ploceidae  

72．スズメ〔Tree Sparrow（R）〕烈㍑㍑〆研削油川胱   

留腐・罪10杯洗の事務所付近や周辺戯耕地で周年普通に観察される．  

カラス科 Corvidae  

73，カケス〔gay（ⅥソR）〕Gおm蘭料gぬ勃劫両肌   

新建。新谷団地でほぼ瀾年普通に観察される・県内では冬′鴎，一部圏烏とされるが，  

演習林周辺では特に冬期に多くなることばない．  

74． ミヤマガラス〔Roo王く（W）〕Cbr川ぶか〟がgeg〟ぶ   

冬庖・冬期に大浦。鬼ケ補間地周辺の排他で大群が観察される．1983．12．22，努   

11林班（柳川）・  

75．ハシボソガラス〔Carrion Crow（鼠）〕Cbrv損亡OrO〃β   

留凝t 個体数は少ないが，大浦。鬼ケ浦団地でばば周年観察される．  

76．ハシブトガラス〔JuIlgle Crow（R）〕C如■欄＝闇珊勅如痛如   

乳鴎・新建。新谷団地 大輔。鬼ケ浦団地で周年普通に観察される．   
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目録中，学名および英名は日本鳥学会（1974）により，福岡県内における琴節移動  

の型は福岡県高等学校生物研究部金（1974）によった・  

Scientinc na111eS and com111011E】lglish nalllCS fo1low TllC OrllitllOIo・  

gicalSocict〉・OrJapan（1974）．The tyl）eS Or SeaSOnalmigrntioll（W，＼、・intcr  

Visitors；R，rCSidclltS；S，SummCr Visitors；T，tr；川Sicnts）in Fulくt10ka Prerec－  

turc ro11ow The BiologicalSocicty or FukuokiトkcllHighscllOOITcachcrs  

（1974）・  

お わ り に  

三郡・宙処山地では，福岡県内で記録された288種の一馬敷のうち，約90穫がこれまで  

に観察されている（村岡県の自烈沌守る会，1978）・本演習林では，1年余りの調査観察  

で，76穫が記録され，年間を通して20稲以上が，特に繁絶期には30程以上が限られた  

区域内で同時に観察されることがわかった・   

調査を行なった2地区では，明らかに腐相における澄興が見られた・その特徴は，新鹿  

・新谷団地では森林他の鳥類，大浦。鬼ケ浦団地では戯耕地や集落周辺に多い」鳥類や，威  

光用水池に集まる渉食餌や水禽籾が記録されたことである・   

新建・新谷‡頭地の鳥相は，三郡。宙処山地のノ鴎相の特徴をよく教わしており，この地区  

も三郡山他の森林と同様に，愛鳥や乍乳島の繁露地および鼠晦や冬鳥の休息地として，野良  

にとり利f別所低の商い森林になっているといえる・   

大浦・鬼ケ捕団地は戯耕地に接し，広築樹二次林，針葉樹人工林，採草地および果樹園  

など多様な環境を備え，演習林事務所周辺にはナンキンハゼ，イイギリ，ネズミモチ，タ  

チバナをドヰなどが多数植栽されている・この地区は閣′亀や冬～格の冬期の採餌地として，  

また，カ朝須やサギ敷などの一時的な休息。挟餌地としても役立っているようである・   

今回の調査を通して，野鳥の生息という一面から見ても，粕屋演習林の林地がこの地域  

で霊栗な役割を果たしていることがうかがえ，その自然環境を維持していくことの意義が  

再認洩された・  

なお，調査実施と取りまとめにあたっては，本学部数物学教義の和則損肇教授に御招魂∈  

と御助言を賜り，同じく白石 哲助教授には御多忙にもかかわらず憩切なる校閲と軍門的  

な御教示を頂きました．記して，深く謝意を来します・また，現地調査の実施にあたり，  

種々便宜を図って下さった粕屋淡習林の欠山哲也総務掛艮，樅基 深霧務主任，および数  

回の凋査に同行して下さった動物学教義の古賀公也，磯木 暫の両氏に厚く御礼申し上げ  

ます．   

さらに，滞広畜慶大学野生馴勿管理学研究義の藤巻裕蔵助教授は，酵が本学北海道演習  

林の鳥類目録（1982）を作成した擦に，その校閲や標本同定をして下され，また，柳川の  

学生時代の指導教官でもあります．改めて日頃の御指導に感謝いたします・   
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Summary

Surveys on avian fauna were carried out in two types of habitat, i. e.

mountain forest with conifer plantation or broad leaved trees, and hilI forest

adjacent to cultivated fields, in Kasuya Forest of Kyushu University.

The sum total of 69 species of birds including 27 winter visitors, 21 resi·

dents, 12 summer visitors and 9 transients were recorded in the study areas.

In the mountain forests the dominant species were Zosterops japonica and

Hypsipetes amaurotis in summer and Turdus naumanni or Zosterops japonica in

winter.

Having various types of vegetation, Kasuya Forest is considered to be very

important as a breeding and feeding site and also as a resting place for wild

birds.




